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戦
地
に
送
ら
れ
た
終
戦
直
後
の
葉
書

折　

原　

里　

枝

は
じ
め
に

　

昭
和
館
で
は
、
毎
年
海
外
資
料
調
査
を
実
施
し
、
戦
時
中
や
戦
後
の
占
領
期
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
や
映
像
な
ど
の
入
手
を
進
め
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

度
の
調
査
は
、
そ
の
準
備
段
階
で
、
占
領
期
の
日
本
各
地
を
撮
影
し
た
写
真

‟
Gerald &

 Rella W
arner Japan Slide Collection

”（
１
）を

所
蔵
し
て
い
る
と
い

う
情
報
を
得
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
州
の
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学

ス
キ
ル
マ
ン
図
書
館
（Lafayette college Skillm

an Library

）
を
調
査
し
、
貴
重

な
写
真
約
五
六
〇
枚
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た（
２
）。

さ
ら
に
、
日
本
語
で
書
か
れ
た

郵
便
葉
書
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
も
新
た
に
確
認
し
た
。
そ
れ
が‟

East Asia 
Im

age Collection, Pacific W
ar Postcard Collection

”（
３
）で
あ
る
。

　

郵
便
葉
書
は
、
占
領
期
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
総
司
令
部
）
が
検
閲
済
を
意
味
す
る
ス

タ
ン
プ
を
押
し
た
葉
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
葉
書
を
読
み
進
め
て
い
く

と
、
終
戦
後
間
も
な
い
当
時
の
日
本
の
人
び
と
の
生
活
の
様
子
や
、
出
征
し
た
夫
や

父
親
の
復
員
を
待
ち
わ
び
る
家
族
の
心
情
が
書
き
記
さ
れ
て
い
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
郵
便
葉
書
は
、
日
本
各
地
の
家
族
や
友
人
、
知
人
が
主
に
南

方
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
配
属
さ
れ
た
部
隊
に
い
る
出
征
兵
士
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
葉
書
は
、
兵
士
が
戦
死
し
た
り
、
す
で
に
復
員
の
途
路
に
あ
っ
た
た
め
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
、
何
ら
か
の
理
由
で
本
人
の
手
元
に
渡
ら
ず
、

本
来
処
分
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
葉
書
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
大
変
貴
重
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
資
料
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
し
た
が
っ
て

研
究
も
多
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
四
〇
〇
枚
以
上
に
及
ぶ
葉
書
を
通
し
て
、
戦
後
に
行
な
わ
れ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
る
郵
便
検
閲
や
外
国
へ
の
郵
便
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
兵
士
の
帰

国
を
待
つ
家
族
ら
の
気
持
ち
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（
４
）。

一　
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
占
領
期
の
葉
書

１
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
所
蔵
の
郵
便
葉
書
の
概
要

　

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
が
葉
書
を
所
蔵
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同

大
学
の
学
生
で
あ
っ
たBrett Doyle

（
ブ
レ
ッ
ト
・
ド
イ
ル
）
氏
が
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）に
、
同
大
学
のPaul Barclay

（
ポ
ー
ル・
バ
ー
ク
レ
ー
）
教
授
に
Ｅ
メ
ー

ル
を
送
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
翌
二
十
四
年
にBrett Doyle

氏
の
父
親
で
あ

︱
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
ス
キ
ル
マ
ン
図
書
館
所
蔵
資
料
よ
り
︱
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るDaniel Doyle

（
ダ
ニ
エ
ル
・
ド
イ
ル
）
氏
か
ら
同
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
葉
書
は

Daniel Doyle

氏
が
自
宅
の
屋
根
裏
を
片
付
け
て
い
た
と
き
に
偶
然
見
つ
け
た
も
の

で
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
古
い
葉
書
は
袋
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
葉
書
が
自
宅
に
あ
る
の
か
、
ど
こ
か
ら
き
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
は
全
く
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
四
〇
〇
枚
を
超
え
る
葉
書
が
、
宛
名
の
人
に
届
く

こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
個
人
宅
の
屋
根
裏
部
屋
で
約
七
十
年
間
過
ご
し
、
静
か
に

私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
機
会
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

２
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
郵
便
検
閲
と
葉
書
に
押
さ
れ
た
検
閲
印

　

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
所
蔵
の
四
一
四
枚
の
葉
書
に
は
、
白
紙
の
も
の
が
一
枚
含

ま
れ
て
お
り
、
意
志
を
も
っ
て
書
か
れ
た
葉
書
は
四
一
三
枚
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
印
が
押
さ
れ
た
葉
書
は
四
〇
六
枚
に
の
ぼ
る
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
終
戦
後
、「
日
本
を
占
領
下
に
お
い
た

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
日
本
の
非
軍
事
化
と
民
主
主
義
の
定
着
を
占
領
政
策
に
取
り
入
れ
て
い

た
反
面
、
占
領
支
配
を
維
持
す
る
た
め
に
、
国
民
が
触
れ
る
映
画
・
演
劇
・
放
送
・

新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
か
ら
電
話
・
電
報
・
郵
便
・
幻
灯
・
レ
コ
ー
ド
・
紙
芝
居
に
至

る
ま
で
統
制
と
検
閲
を
行
っ
て
い
た
」
（
５
）。

　

占
領
軍
に
よ
る
郵
便
検
閲
は
、
同
年
十
月
一
日
に
発
せ
ら
れ
た
「
郵
便
の
検
閲
に

関
す
る
総
司
令
部
覚
書
（AG

311.7

）」
（
６
）を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
十
月
十
二
日
に
次

の
よ
う
に
法
的
整
備
を
行
な
っ
た（
７
）。 

 

閣
令
第
四
十
三
号　
　

昭
和
二
十
年
勅
令
第
五
百
四
十
二
号
ニ
基
キ
連
合
国
占

領
軍
ノ
為
ス
郵
便
物
、
電
報
及
電
話
通
話
ノ
検
閲
ニ
関
シ
左
ノ
通
リ
定
ム

　

 

昭
和
二
十
年
十
月
十
二
日　

内
閣
総
理
大
臣　
　

幣
原
喜
重
郎

 

内
閣
総
理
大
臣
ハ
連
合
軍
最
高
司
令
官
ノ
要
求
ニ
依
リ
連
合
国
占
領
軍
ノ
為
ス

郵
便
物
、
電
報
及
電
話
通
話
ノ
検
閲
ニ
協
力
ス
ル
為
当
該
官
吏
ヲ
シ
テ
当
該
協

力
ニ
必
要
ナ
ル
行
為
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

　

十
月
十
一
日
付
の
朝
日
新
聞
に
は
「
郵
便
等
に
検
閲
制　

連
合
国
軍
の
命
で
あ
す

閣
令
公
布
」
の
見
出
し
で
、「
戦
時
中
施
行
さ
れ
た
信
書
に
対
す
る
検
閲
は
終
戦
間
も

な
く
去
る
八
月
二
十
日
廃
止
さ
れ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
連
合
軍
最
高
司
令
官
の
命
に
よ

り
再
び
検
閲
が
郵
便
物
、
電
報
及
び
電
話
通
話
に
対
し
行
は
れ
る
こ
と
と
な
り
、
わ

が
政
府
に
対
し
そ
の
協
力
を
指
令
し
て
来
た
、
政
府
は
十
日
の
閣
議
で
こ
れ
に
必
要

な
閣
令
案
を
決
定
し
、
逓
信
院
で
連
合
国
検
閲
当
局
の
要
求
に
従
つ
て
通
信
検
閲
に

つ
い
て
協
力
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た　

検
閲
に
付
せ
ら
れ
る
通
信
は
主
と
し
て
国
際
通

信
だ
が
内
国
通
信
も
必
要
に
応
じ
随
時
検
閲
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る　

な
ほ
閣

令
は
十
二
日
付
で
公
布
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
」
（
８
）と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

検
閲
を
担
当
し
た
の
は
、参
謀
第
二
部
（
Ｇ–

２
）
に
属
す
る
民
間
検
閲
支
隊
（Civil 

Censorship D
etachm

ent = CCD

）
で
、
昭
和
二
十
年
十
月
十
六
日
か
ら
昭
和

二
十
四
年
十
月
ま
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る（
９
）。

　

裏
田
稔
氏
に
よ
る
と
、
郵
便
検
閲
は
「
東
京
、
大
阪
、
福
岡
の
各
地
方
検
閲
部
と

名
古
屋
分
局
（
昭
和
二
十
三
年
ま
で
）
行
わ
れ
、
北
海
道
・
東
北
・
関
東
な
ど
は
東
京

地
方
検
閲
部
、
近
畿
や
四
国
な
ど
は
大
阪
地
方
検
閲
部
、
と
い
う
よ
う
に
受
持
分
担

地
域
が
決
ま
っ
て
い
た
」
（
10
）と

い
う
。
検
閲
さ
れ
た
郵
便
物
に
は
宛
名
面
に
検
閲
印
が

押
印
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
上
部
が
波
を
打
っ
た
金
魚
鉢
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｐ
」
と
「
Ｃ
」
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
記
号
が
中
央
部
に
位

置
し
、
上
部
に
「C.C.D.

」
ま
た
は
「C.C.D.J

」
と
表
記
が
さ
れ
て
い
る
。
四
〇
六

枚
の
葉
書
の
う
ち
、
四
〇
二
枚
は
、
宛
名
面
に
そ
の
検
閲
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。〔
資
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料
１
〕

　

検
閲
印
に
つ
い
て
、
森
勝
太
郎
氏
が
「
金
魚
鉢
の
よ
う
な
輪
郭
の
中
の
円
の
中
に

『PO
ST CEN

SO
R

』（
郵
便
検
閲
官
）
の
頭
文
字
の
『
Ｐ
』
と
『
Ｃ
』
を
重
ね
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
上
の
『C.C.D.

』
は
『Civil Censorship Detachm

ent

』（
民
間
検

閲
部
）の
略
で
、
続
く
番
号
は
検
閲
官
の
固
有
番
号
で
あ
る
。
番
号
の
前
に
『J

―
』
の

つ
い
た
も
の
は
『Japanese
』、
つ
ま
り
日
本
人
の
検
閲
官
が
使
用
し
た
も
の
で
、
単

に
『C.C.D.

―
』
と
あ
る
も
の
は
連
合
国
人
の
検
閲
官
の
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
」（

11
）

と
述
べ
て
い
る
。

「
Ｐ
」
と
「
Ｃ
」
に
つ
い
て
は
、「Censorship Passed

」（
検
閲
済
み（

12
））や

「Passed 
by Censor

」（
検
閲
官
通
過（

13
））

と
い
う
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

森
氏
は
検
閲
印
の
押
し
方
に
よ
っ
て
、
ど
こ
の
検
閲
部
で
行
な
わ
れ
た
も
の
か
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、「
郵
便
物
の
検
閲
は
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
の
各
地
方

検
閲
部
と
名
古
屋
分
局
の
四
カ
所
で
行
わ
れ
た
が
、
検
閲
印
の
押
し
方
と
そ
の
日
付

の
書
き
方
で
、
検
閲
さ
れ
た
場
所
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
葉
書
の
場

合
は
正
位
置
に
お
い
て
検
閲
印
を
見
た
と
き
、
各
検
閲
地
別
の
特
徴
は
次
の
通
り
で

あ
る
」（

14
）と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
閲
局
の
押
し
方
と
日
付
記
入
方
法
に
よ
る
検
閲
地

の
判
別
を
画
像
で
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
は
検
閲
印
が
逆
さ
ま
で
日

付
は
「
月
・
日
」
の
順
、
大
阪
は
正
位
置
で
押
さ
れ
、
日
付
は
「
日
・
月
」、
福
岡
は

逆
さ
ま
で
、
日
付
の
順
序
は
「
日
・
月
」、
名
古
屋
は
正
位
置
で
日
付
は
「
月
・
日
」

の
順
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「C.C.D.

」
ま
た
は
「C.C.D.J

」
に
続
く
番
号
に
つ
い
て
は
、「
検
閲
官
各
自
の
固

有
番
号
で
あ
る
た
め
、
そ
の
番
号
に
よ
っ
て
、
ど
こ
で
検
閲
さ
れ
た
か
が
、
だ
い
た

い
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（

15
）と

し
、
検
閲
官
番
号
に
よ
る
検
閲
地
の
判
定
表
を
示

し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
鑑
み
て
、
検
閲
印
が
押
印
さ
れ
た
四
〇
六
枚
の
葉
書
を
確
認
す
る

と
、
ま
ず
、「C.C.D.

」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
た
も
の
は
二
三
四
枚
、「C.C.D.J

」

の
ス
タ
ン
プ
は
一
三
五
枚
あ
り
、
判
読
不
能
な
も
の
が
三
六
枚
と
な
る
。
例
外
で
一

枚
だ
け
「C.C.D. 

」
と
「C.C.D.J

」
の
二
つ
の
ス
タ
ン
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
と
紫
の

異
な
る
イ
ン
ク
で
押
さ
れ
て
お
り
〔
口
絵
４
・
資
料
２
〕、
二
度
に
わ
た
っ
て
検
閲
を

受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
葉
書
は
、
差
出
人
の
居
所
が
「
朝
鮮
」
で
あ
っ
た
こ

と
が
二
つ
検
閲
印
を
必
要
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
所
蔵
の
葉
書
に
押
印
さ
れ
た
検
閲
印
に
は
す
べ
て
日
付
の

記
載
は
な
く
、
検
閲
印
の
向
き
は
正
常
、
逆
さ
ま
、
左
右
横
を
向
い
た
も
の
と
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
検
閲
印
の
向
き
は
、
正
位
置
は
、
一
七
七
枚
、
逆
さ
ま
が
一
九
五
枚
、

横
向
き
が
三
三
枚
で
あ
っ
た
（
二
つ
押
印
さ
れ
た
葉
書
は
含
ま
な
い
。
傾
い
て
押
印
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
よ
り
近
い
方
を
採
用
し
た
）。

資料１　「C.C.D.J-3」と正位置で押印された検閲印。
番号は「3」。昭和21年1月8日　東京都の消印が押さ
れている。
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表 1　差出元の都道府県別枚数
都道府県名 葉書枚数 都道府県名 葉書枚数
北海道 5 大阪府 8
青森県 0 兵庫県 22
岩手県 5 奈良県 7
宮城県 3 和歌山県 4
秋田県 5 鳥取県 4
山形県 6 島根県 13
福島県 14 岡山県 11
茨城県 3 広島県 7
栃木県 1 山口県 4
群馬県 10 徳島県 2
埼玉県 11 香川県 4
千葉県 16 愛媛県 1
東京都 65 高知県 1
神奈川県 12 福岡県 23
新潟県 16 佐賀県 9
山梨県 7 長崎県 5
長野県 1 熊本県 6
富山県 2 大分県 4
石川県 1 宮崎県 1
福井県 7 鹿児島県 2
岐阜県 12 沖縄県 0
静岡県 11 朝鮮 1
愛知県 12 満州 1
三重県 12 中支 1
滋賀県 11 不明 1
京都府 23 計 413

　

森
氏
は
「
検
閲
印
に
記
入
さ
れ
た
日
付
は
、
検
閲
開
始
当
初
は
、
た
だ
検
閲
印
が

捺
印
さ
れ
る
だ
け
で
日
付
は
記
入
さ
れ
な
か
っ
た
（
た
だ
し
、
押
捺
の
正
逆
の
区
別

は
最
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
）」（

16
）と

し
て
い
る
が
、
占
領
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期

の
た
め
、
日
付
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
検
閲
印
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
不
明
瞭
な
も
の
が
多
い
も
の
の
、
若
い
番

号
で
は
、
一
桁
の
「
３
」
と
い
う
番
号
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
三
桁
の
九
百

番
台
の
数
字
ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
氏
が
示
し
た
検
閲
官
番
号
に
よ
る

判
定
表（

17
）で
は
六
千
番
台
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
四
〇
六
枚
の
葉
書
に
見
ら
れ

る
検
閲
印
の
番
号
は
か
な
り
若
い
番
号
で
あ
る
。
ま
た
「
こ
の
番
号
は
検
閲
官
の
固

有
番
号
で
あ
っ
て
、
も
し
番
号
の
名
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
番

号
に
よ
っ
て
だ
れ
が
検
閲
し
た
か
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
検
閲
官
各
自
の
固

有
番
号
で
あ
る
た
め
、
そ
の
番
号
に
よ
っ
て
、
ど
こ
で
検
閲
さ
れ
た
か
が
、
だ
い
た

い
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（

18
）と
し
た
が
、
森
氏
が
示
し
た
判
定
表
で
若
い
番
号
の

も
の
は
、
資
料
が
不
足
し
て
お
り
、
不
確
定
な
点
が
多
い
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

四
一
三
枚
の
葉
書
が
差
し
出
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
と
沖
縄
県
を
除

き
、
全
国
各
地
に
及
ん
で
い
る
〔
表
１
〕。
最
も
多
い
の
は
東
京
都
の
六
五
枚
、
次
い

で
京
都
府
と
福
岡
県
の
二
三
枚
と
続
く
。
差
出
地
が
東
京
都
の
葉
書
に
押
さ
れ
た
検

閲
印
は
、
正
位
置
が
四
六
枚
、
逆
さ
ま
が
八
枚
、
横
が
九
枚
、
印
な
し
が
二
枚
で
あ
っ

た
。
東
京
か
ら
同
日
に
差
し
出
さ
れ
た
葉
書
は
、
同
じ
東
京
の
検
閲
部
で
検
閲
さ
れ

た
と
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、
葉
書
を
確
認
す
る
と
〔
資
料
３
〕、
押
捺
の
位
置
で
規

則
性
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　

検
閲
印
の
み
ら
れ
る
四
〇
六
枚
の
う
ち
、
逆
さ
ま
に
押
さ
れ
た
検
閲
印
は
正
位
置

よ
り
多
い
一
九
五
枚
に
の
ぼ
り
、
一
桁
の
「
４
」
と
い
う
若
い
番
号
か
ら
三
桁
の
数

字
ま
で
を
確
認
で
き
る
。
横
向
き
の
検
閲
印
三
三
枚
は
、「
27
」「
430
」
と
い
う
同
一

資料２　検閲印が2つ押された朝鮮から差し出された葉
書
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資料３　ともに差出元は東京都、昭和20年11月17日消印の葉書。

資料４　検閲番号「27」で左右向きが異なる検閲印。ともに差出元は東京都、昭和20年11月17日消印の葉書。



42

の
検
閲
番
号
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
最
も
多
か
っ
た
「
27
」
と
読
み
取

れ
る
検
閲
番
号
に
つ
い
て
は
一
八
枚
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
27
」
の
検
閲
番

号
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
位
置
で
み
ら
れ
〔
資
料
４
〕、
北
は
福
島
県
か
ら
南
は
島
根
県
と

十
二
都
府
県
と
幅
広
い
地
域
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
葉
書
で
あ
っ
た
。「
27
」
番
の
検
閲

印
が
押
さ
れ
た
葉
書
は
大
半
が
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
と
翌
十
七
日
の
消
印
が

押
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。「
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
」

は
、
復
員
郵
便
が
開
始
さ
れ
た
日
で
あ
る
。

　

占
領
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
時
期
に
書
か
れ
た
こ
の
葉
書
は
、
検
閲
郵
便
の
初
期

段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
整
備
さ
れ
る
以
前
の
貴
重
な
検
閲
資
料
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

３
、
葉
書
が
書
か
れ
た
時
期

　

四
一
三
枚
の
葉
書
が
書
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
差
出
人
に
よ
る
記
述
と
消
印

か
ら
多
く
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
二
十
年
六
月
か
ら
翌
二
十
一
年
一
月

ま
で
の
約
八
か
月
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
書
か
れ
た
葉
書
で
あ
る
と
推
測
で
き
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
後
に
書
か
れ
た
葉
書
で
あ
る
。
文
中
に
「
昭
和
二
十
一
年
九
月

二
十
八
日
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
一
枚
あ
り
、
消
印
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
五
銭
切

手
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
郵
便
料
金
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
の
改
定
で
、
国
内
郵

便
・
占
領
地
宛
郵
便
・
軍
事
郵
便
・
日
満
郵
便
・
日
華
郵
便
の
通
常
郵
便
料
と
し
て
、

第
二
種
の
通
常
葉
書
は
五
銭（

19
）で

あ
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日
の
料
金
改

定
で
外
国
に
宛
て
た
郵
便
料
金
が
十
五
銭（

20
）と

さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
料
金
、
五
銭

切
手
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
年
の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
も
早
い
時
期
の
葉
書
は
終
戦
前
に
書
か
れ
た
軍
事
郵
便
で
、「
昭
和
二
十
年
六
月

二
十
二
日
」
の
消
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
県
福
岡
市
郵
便
局
気
附　

暁
部
隊
第
一
九
八
三
八
部
隊　

浜
田
克
三
様

差
出
人
：
三
重
県　

浜
中　

消
印
：
昭
和
二
十
年
六
月
二
十
二
日　
（
知
人
）

「
拝
啓　

時
下　

初
夏
の
候
に
相
成
候　

其
後
は
意
外
の
御
無
信　

平
に
御
海
容

被
下
度　

其
許
様
に
は
益
々
元
気
に
て
御
奮
励
の
趣
き　

一
昨
日
御
書
面
来
着

拝
承
致　

何
よ
り
結
構
と
喜
ん
で
居
り
ま
す　

当
方
も
御
蔭
様
に
皆
々
異
状マ
マ

な

く　

夫
れ
〳
〵
業
務
に
活
動
致
し
居
り
ま
す　

御
安
心
下
さ
い　

併
し
な
か
ら

時
局
は
倍
々
重
大
性
を
加
ふ
る
計
り
何
時
も
由（
マ
マ
）断の
な
ら
ぬ
危
機
に
相
迫
り
候

折
柄　

第
一
健
康
で
あ
り
自
愛
し
て　

国
家
の
為
め
倍
々
奮
闘
責
務
完
遂
せ
ら

る
ゝ
様　

蔭
な
が
ら
念
願
致
し
居
り
ま
す　

尚
貴
家
皆
々
も
無
事
で
す　

御
安

心
下
さ
い　

先
は
粗
雑
な
が
ら
右
迄
如
此
に
御
座
候　

早
　々
（
６.

21
）」

「
軍
事
郵
便
」
は
、
戦
時
中
に
出
征
し
た
兵
士
と
家
族
や
知
人
が
互
い
に
交
わ
し
た

郵
便
の
こ
と
で
、
軍
の
検
閲
を
経
て
相
手
に
送
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
互
い
の
近
況
を

伝
え
る
数
少
な
い
手
段
で
あ
っ
た
。
葉
書
で
は
「
時
局
は
倍
々
重
大
性
を
加
ふ
る
計

り
何
時
も
由（
油
）断
の
な
ら
ぬ
危
機
に
相
迫
り
候
折
柄
」
と
、
緊
迫
し
た
時
局
を
伝

え
て
い
る
。

　

終
戦
間
際
に
書
か
れ
た
葉
書
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
年
「
八
月
十
二
日
」
に
書
か

れ
た
葉
書
が
あ
る
。〔
資
料
５
〕

比
島
派
遣
軍　

渡
第
九
九
〇
四
部
隊　

石
川
正
彦
様

差
出
人
：
北
海
道　

泉
谷　

消
印
：
昭
和
二
十
年
八
月
十
三
日
（
知
人
）　

「
長
ら
く
御
無
沙
汰
し
た
。
元
気
で
奮
戦
し
て
る
事
で
せ
う
ね
。
小
生
去
年
秋
以

来
亦
身
体
を
わ
る
く
し
て
自
重
し
て
た
が　

最
近
漸
や
く
元
気
に
な
つ
た
。
故
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国
離
れ
た
万
里
の
彼
方
に
あ
つ
て
孤
軍
奮
斗
つ
ゞ
け
る
貴
君
等
に
は
涙
が
出
る

ぞ
、
た
の
む
ぞ
勝
つ
日
ま
で
。
本
土
決
戦
迫
り　

吾
等
も
覚
悟
し
て
る
。
戦
場

の
本
道
に
も
夏
来
た
り
ト
マ
ト
は
赤
ら
み
、
ダ
リ
ヤ
の
花
が
目
に
沁
み
る
。
勝

ち
さ
へ
す
れ
ば
亦
い
つ
か
会
る
だ
ろ
う　

そ
の
時
は
君
の
好
き
な
ビ
ー
ル
を
う

ん
と
の
ま
せ
る
よ
、
元
気
で
た
の
む
。
八
月
十
二
日
」

「
た
の
む
ぞ
勝
つ
日
ま
で
」「
勝
ち
さ
へ
す
れ
ば
」
と
い
う
平
時
で
な
い
状
況
と
、
赤

く
実
っ
た
ト
マ
ト
と
ダ
リ
ア
の
花
は
、
戦
時
の
時
で
も
変
わ
ら
ず
に
実
り
、
咲
い
て

い
る
様
子
が
物
悲
し
い
。「
ビ
ー
ル
」
と
い
っ
た
贅
沢
品
に
触
れ
、
勝
利
に
よ
る
再
会

を
望
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

戦
時
中
に
書
か
れ
た
、
あ
る
い
は
消
印
か
ら
判
断
で
き
る
そ
の
他
の
軍
事
郵
便
は

計
七
枚
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
六
月
に
差
し
出
さ
れ
た
葉
書
が
一
枚
、
七
月
に
三
枚
、

終
戦
前
の
八
月
に
一
枚
、
時
期
は
不
明
だ
が
内
容
か
ら
判
断
し
て
終
戦
前
と
思
わ
れ

る
葉
書
が
二
枚
あ
る
。
こ
の
二
枚
の
差
出
元
は
「
満
州
」
と
「
中
支
」（
共
に
現
在
の

中
国
）
で
、
陸
軍
恤
兵
部
と
陸
軍
軍
需
品
本
廠
発
行
の
葉
書
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

赤
字
ス
タ
ン
プ
で
「
検
閲
済
」
と
あ
り
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
検
閲
が
行
な
わ
れ
た
こ

資料５　終戦3日前に書かれた葉書。宛名面では「C.C.D.」という印字が読み取れる。裏面
は国民学校4年生の原画を用いた絵葉書。
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く
一
同
無
事
に
活
躍
し
て
居
り
ま
す　

八
月
十
五
日
突
如
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
受
諾
す
る
事
に
な
り
戦
争
は
終
り
ま
し
た　

之
に
対
し
血
気
の
若
者
が
奮

起
す
る
気
配
も
あ
り
ま
し
た
が　

之
れ
こ
そ
将
来
の
日
本
の
前
途
を
誤
る
も
の

と
反
省
し
鎮
静
し
ま
し
た　

唯
今
後
は
一
致
団
結
苦
難
の
日
本
を
背
負
て
厚
生

す
る
よ
り
外
は
無
い
の
で
す　

然
ら
ば
前
途
は
自
然
に
開
拓
出
来
る
と
思
い
ま

す　

健
在
を
祈
り
ま
す
（
九
月
一
日
）」

「
爆
弾
焼
夷
弾
と
随
分
や
ら
れ
市
街
は
一
変
し
ま
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
差
出
人
の

住
所
が
神
戸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
空
襲
被
害
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

街
の
様
子
と
と
も
に
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

二　
比
島
に
送
ら
れ
た
葉
書
と
戦
後
の
郵
便
事
情

１
、
復
員
郵
便
の
開
始
と
新
聞
の
報
道

　

終
戦
後
、
外
国
郵
便
は
停
止
さ
れ
、
海
外
に
残
留
す
る
旧
日
本
軍
人
、
軍
属
、
そ

の
他
の
日
本
人
に
宛
て
た
郵
便
が
連
合
国
総
司
令
部
の
承
認
を
得
て
、
昭
和
二
十
年

十
一
月
十
六
日
か
ら
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

21
）。こ
れ
ら
の
郵
便
は「
復
員
郵
便
」

と
呼
ば
れ
る
。

　

同
日
の
朝
日
新
聞
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た（

22
）。

「
在
外
邦
人
へ
の
便
り
」（
見
出
し
）

遠
く
海
外
で
帰
国
の
日
を
待
つ
日
本
将
兵
お
よ
び
一
般
在
留
邦
人
に
対
す
る
通

信
に
つ
い
て
、
逓
信
院
で
は
差
出
条
件
を
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
と
交
渉
の
結

果
承
認
を
得
た
の
で
、
つ
ぎ
の
範
囲
で
た
ゞ
ち
に
家
郷
の
便
り
が
送
れ
る
こ
と

と
を
示
し
て
い
る
。
戦
時
中
、
国
内
か
ら
発
送
さ
れ
る
軍
事
郵
便
は
各
交
換
局
に
集

め
ら
れ
、
そ
の
後
、
軍
用
船
な
ど
で
運
ば
れ
、
現
地
の
野
戦
郵
便
局
に
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
七
枚
す
べ
て
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宛
先
の
戦
地

に
送
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
終
戦
を
迎
え
た
国
内
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
を
受
け
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

戦
後
い
ち
早
く
出
さ
れ
た
葉
書
は
、
昭
和
二
十
年
「
八
月
十
八
日
」
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。

比
島
派
遣　

垣
一
五
五
五
部
隊　

山
下
隊　

村
上
奉
三
様

差
出
人
：
京
都
府　

な
し　

消
印
：
昭
和
二
十
年
八
月
十
九
日
（
息
子
か
ら
父
親

へ
）

「
と
う
ち
や
ん
お
元
気
で
す
か
、
僕
は
た
い
へ
ん
元
気
で
毎
日
を
か
ん
ば
つ
て
を

り
ま
す
御
安
心
下
さ
い　

京
都
も
だ
い
ぶ
ん
に
あ
つ
く
な
り
ま
し
た　

そ
ち
ら

の
方
も
だ
い
ぶ
ん
に
あ
つ
い
こ
と
で
せ
う
、
そ
ち
ら
の
方（
マ
マ
）の方
が
京
都
よ
り
も

づ
っ
と
あ
つ
い
で
せ
う　

家
中
お
ば
あ
ち
や
ん
も
お
か
あ
ち
や
ん
も
皆
ン
な
た

い
へ
ん
元
気
で
す
。
勝
美
も
元
気
で
、
あ
は
れ
て
い
ま
す
か
ら　

八
月
十
八（
マ
マ
）」

　

こ
の
葉
書
は
、
息
子
か
ら
父
親
に
宛
て
た
葉
書
で
、
終
戦
の
三
日
後
に
書
か
れ
、

消
印
は
翌
十
九
日
で
あ
る
。

　

終
戦
を
伝
え
る
葉
書
と
し
て
は
、
九
月
一
日
に
書
か
れ
た
も
の
が
最
も
早
い
。

比
島
派
遣　

威
一
八
二
〇
〇
部
隊
ノ
一　

谷
川
昇
殿

差
出
人
：
兵
庫
県　

谷
川　

消
印
：
昭
和
二
十
年
九
月
三
日
（
家
族
）

「
爆
弾
焼
夷
弾
と
随
分
や
ら
れ
市
街
は
一
変
し
ま
し
た
が
吾
等
何
等
の
被
害
も
無
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に
な
つ
た
、
通
信
に
は
復
員
船
が
使
は
れ
る
が
、
返
信
に
つ
い
て
は
将
兵
か
ら

の
も
の
は
で
き
る
だ
け
帰
途
を
利
用
し
、
一
般
邦
人
か
ら
の
も
の
も
現
地
郵
政

の
許
さ
れ
る
範
囲
で
運
ば
れ
る
は
ず
で
あ
る
、
軍
事
郵
便
は
満
洲
を
除
き
従
来

取
扱
は
れ
た
全
地
域
に
出
せ
る
が
、
一
般
邦
人
宛
の
も
の
は
三
十
八
度
以
南
の

朝
鮮
、
台
湾
、
南
洋
委
任
統
治
領
、
小
笠
原
諸
島
お
よ
び
西
南
諸
島
等
の
日
本

附
属
島
嶼
、
中
国
、
香
港
、
マ
ラ
イ
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ジ
ヤ
ワ
セ
レ

べ
ス
、
ビ
ル
マ
、
フ
イ
リ
ピ
ン
諸
島
、
印
度
支
那
、
シ
ヤ
ム
に
限
ら
れ
、
北
鮮
、

樺
太
、
関
東
州
、
満
洲
宛
の
も
の
は
当
分
取
扱
は
れ
な
い

通
信
内
容
は
安
否
の
消
息
、
そ
の
他
個
人
的
性
質
の
も
の
に
限
ら
れ
、
商
業
、

金
融
に
関
す
る
通
信
は
一
切
禁
止
、
種
類
も
葉
書
に
限
ら
れ
、
書
留
等
の
特
殊

取
扱
ひ
は
で
き
な
い
、
料
金
は
外
地
、
中
国
宛
の
も
の
と
軍
事
郵
便
は
内
地
と

同
じ
五
銭
だ
が
そ
の
他
の
地
域
宛
は
十
五
銭
、
軍
事
郵
便
の
名
宛
は
従
来
通
り

だ
が
南
方
在
留
邦
人
宛
の
も
の
は
住
所
氏
名
を
ロ
ー
マ
字
で
附
記
す
る
こ
と
な

ほ
郵
便
物
は
す
べ
て
米
軍
当
局
が
検
閲
す
る

　

読
売
報
知
新
聞
「
送
ろ
う
懐
か
し
い
故
国
の
便
り　

外
地
、
南
方
向
け
郵
便
物
許

可（
23
）」、毎

日
新
聞
「
在
外
将
兵
邦
人
へ
便
り
が
出
来
ま
す（

24
）」

と
の
見
出
し
で
同
様
の
内

容
が
掲
載
さ
れ
、
国
外
に
い
る
家
族
や
知
人
と
連
絡
が
取
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

だ
、
北
鮮
、
樺
太
、
関
東
州
、
満
州
宛
の
も
の
は
依
然
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
の
郵
便
は
葉
書
に
限
定
さ
れ
、
内
容
も
安
否
の
消
息
な
ど
に
限
ら
れ
、
商
業

や
金
融
に
関
す
る
も
の
は
禁
止
さ
れ
た
。

　

十
一
月
十
六
日
か
ら
復
員
郵
便
が
開
始
さ
れ
、
直
接
安
否
を
た
ず
ね
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
所
蔵
の
葉
書
も
昭
和
二
十
年

十
一
月
と
十
二
月
の
日
付
の
も
の
が
際
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
四
一
三
枚
の
葉

書
の
う
ち
、
十
一
月
は
一
九
一
枚
、
十
二
月
は
一
〇
八
枚
で
全
体
の
約
七
〇
％
を
占

め
る
こ
と
に
な
っ
た
〔
表
２
〕。
十
一
月
に
差
し
出
さ
れ
た
一
九
一
枚
の
う
ち
、
復
員

郵
便
が
開
始
さ
れ
た
十
六
日
に
書
か
れ
た
葉
書
は
二
四
枚
、
翌
十
七
日
が
三
四
枚
あ

り
、
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
家
族
が
早
々
に
葉
書
を
し
た
た
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
日
に
外
国
郵
便
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
で
、「
復
員
郵
便
」

は
廃
止
さ
れ
た
。

　

次
の
葉
書
は
、
復
員
郵
便
が
開
始
さ
れ
た
初
日
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

比
島
派
遣
軍　

豹
第
一
二
〇
二
三
部
隊　

炭
谷
隊　

炭
谷
鷹
義
大
佐
殿

差
出
人
：
東
京
都　

川
本　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
（
知
人
）

「
拝
啓　

暫
く
無
音
に
打
過
ぎ
失
礼
致
し
候　

お
便
り
致
さ
ん
と
存
じ
居
り
候
も

　

何
分
御
承
知
の
通
り
の
状
態
に
て　

心
な
ら
ず
も
失
礼
致
し
候　

今
朝
の
新

聞
紙
で
便
り
し
得
る
と
知
り　

早
速
執
筆
致
し
候　

此
の
消
息
が
無
事
に
お
手

昭和 20 年（戦前） 2

昭和 20 年 6 月 1

昭和 20 年 7 月 3

昭和 20 年 8 月
1 日～ 15 日 1

                   16 日～ 31 日 1

昭和 20 年 9 月 20

昭和 20 年 10 月 31

昭和 20 年 11 月
1 日～ 15 日 7

     16 日～ 30 日 184

昭和 20 年 12 月 108

昭和 21 年 1 月 35

（戦後） 15

不明 5

計 413

表2　葉書がしたためられた、または投函された時期
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み
御
案
じ
申
上
げ
て
居
り
ま
す
…
…　

降
り
ま
し
て
此
方
家
の
者
父
母
上
様
を

は
じ
め　

私
も
至
極
達
者
日
々
食
糧
増
産
に
益
々
奮
闘
し
て
居
ま
す　

今
は
内

地
は
丁
度
稲
の
収
穫
麦
蒔
き
と
目
の
ま
は
る
忙
が
し
さ
で
ご
ざ
い
ま
す　

此
の

農
繁
期
御
年
老
の
父
母
上
様
と
て
も
張
り
切
つ
て
頑
張
つ
て
下
さ
り
ま
す
程
に

　

決
し
て
決
し
て
家
の
事
は
御
心
配
下
さ
い
ま
す
な　

大
丈
夫
で
ご
ざ
い
ま
す

　

異
郷
の
地
で
は
き
つ
と
郷
里
の
事
御
心
配
遊
ば
し
て
ゐ
ら
つ
し
や
い
ま
す
事

と
存
じ
ま
す
け
ど
今
日
の
日
迄
家
に
何
等
の
□
も
な
く
明
る
い
楽
し
い
毎
日
を

過
し
て
参
り
ま
し
た　

只
一
ツ
気
に
か
ゝ
る
も
の
は
貴
方
の
御
身
の
み
で
ご
ざ

い
ま
す　

ど
う
ぞ
一
日
も
早
く
家
族
の
仲
に
加
へ
ら
れ
る
様
…
…　

一
同
は
る

か
母
国
の
一
隅
よ
り
御
健
康
と
あ
は
せ
て　

其
の
日
の
早
か
ら
ん
事
お
祈
り
申

上
げ
て
居
り
ま
す　

か
し
こ　
（
拾
壱
月
十
八
日
）」

比
島
派
遣　

威
豹
第
一
二
〇
三
〇
部
隊　

阪
本
隊　

大
上
清
孝
様

差
出
人
：
兵
庫
県　

大
上　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日
（
妻
か
ら

夫
へ
）

「
あ
な
た
そ
の
後
お
元
気
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
か　

お
伺
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

美
知
子
も
元
気
で
つ
と
め
て
居
り
ま
す
故　

御
安
心
な
さ
つ
て
下
さ
い
ま
せ
。

御
出
征
以
来
随
分
お
た
よ
り
書
き
ま
し
た
け
ど
、
何
枚
も
〳
〵
随
分
詳
し
く
厚

い
〳
〵
お
た
よ
り
沢
山
書
き
ま
し
た
け
れ
ど　

そ
の
中
、
何
通
位
お
手
元
に
届

い
た
で
せ
う
か
し
ら
。
写
真
は
届
き
ま
し
た
か
し
ら
？　

□
□
最
初
の
航
空
便

の
お
返
事
に
三
人
の
を
入
れ
て
お
送
り
致
し
ま
し
た
の
。
去
年
の
十
二
月
に
は

私
の
と
誼
の
と
新
し
く
写
し
た
も
の
を
お
送
り
申
し
ま
し
た　

只
今
今
田
校
の

校
長
先
生
は
木
津
の
神
田
先
生
で
す
。
四
月
か
ら
で
す
の
。
千
代
ち
や
ん
は
、

古
市
校
へ
代
つ
て
ゐ
ま
す　

中
西
稔
さ
ん
は
ど
う
し
て
い
ら
つ
し
や
る
か
し
ら
、

許
に
到
着
す
る
様
祈
り
つ
ゝ
書
き
居
り
候　

先
づ
第
一
に
一
同
親
族
皆
無
事
元

気
に
候
間　

此
の
点
御
放
念
被
下
度
候　

平
壌
の
家
族
は
去
る
五
月
に
引
き
揚

げ　

目
下　

奥
村
裕
三
氏
の
家
（
埼
玉
県
北
足
立
郡
）
に
皆
元
気
で
暮
し
居
り

候　

御
安
神
を
願
ひ
候　

武
も
大
き
く
相
成
り
候　

誠
も
元
気
、
忠
も
相
変
ら

ず　

姉
も
和
子
、
昭
子
も
皆
大
元
気　

美
子
は
笠
原
工
学
士
の
嫁
と
な
り
浦
和

に
あ
り　

幸
福
に
暮
し
居
り
候
。
荻
窪
の
兄
の
一
家
も
無
事
、
小
生
の
宅
も
戦

災
を
免
れ
研
究
所
も
無
事
、
清
水
、
野
村
は
戦
災
に
て
家
屋
は
焼
失
致
し
候
も

　

人
員
は
無
事
に
候　

元
気
で
帰
還
を
待
ち
居
り
候　

上
京
し
た
ら
鷺
宮
の
小

宅
へ
来
ら
れ
度
候　

敬
具
（
昭
和
廿
年
十
一
月
十
六
日
）」

（
傍
線
部
は
筆
者
、
以
下
同
）

「
今
朝
の
新
聞
紙
で
便
り
し
得
る
と
知
り　

早
速
執
筆
致
し
候　

此
の
消
息
が
無
事
に

お
手
許
に
到
着
す
る
様
祈
り
つ
ゝ
書
き
居
り
候
」
と
新
聞
記
事
を
読
ん
で
さ
っ
そ
く

葉
書
を
し
た
た
め
た
こ
と
と
、
家
族
の
安
否
と
近
況
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
二
通
は
、
新
聞
で
情
報
を
得
た
妻
か
ら
夫
へ
差
し
出
さ
れ
た
葉
書
で
あ
る
。

比
島
派
遣　

鉄
第
五
四
四
八
部
隊　

岩
崎
隊　

立
石
正
広
様

差
出
人
：
岡
山
県　
立
石　
消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
八
日（
妻
か
ら
夫
へ
）

「
悪
筆
に
て
御
免
下
さ
い
ま
せ　

其
の
後
お
久
敷
く
音
信
絶
へ
て
仕
舞
つ
て
現
在

に
御
安
否
如
何
と
家
内
中
案
じ
暮
し
て
ゐ
ま
し
た
矢
先　

丁
度
昨
日
の
新
聞
紙

上
に
て
文
通
可
能
と
あ
り
ま
し
て
早
速
筆
を
取
り
ま
し
た
始
末　

御
赦
し
下
さ

い
ま
し　

御
地
は
常
夏
の
国
の
事
と
て
十
一
月
も
下
旬
の
今
日
で
も
美
し
き
花

は
乱
満
と
し
て
今
尚
新
緑
の
蔭
な
つ
か
し
き
頃
と
存
じ
ま
す　

こ
の
炎
天
下
酷

暑
に
打
勝
つ
て
お
元
気
に
御
送
日
遊
ば
さ
れ
ま
す
で
せ
う
か
？
…
…　

そ
れ
の
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お
元
気
で
せ
う
ね
。
あ
な
た
も
稔
さ
ん
も
揃
つ
て
早
く
お
帰
り
に
な
つ
た
ら
ど

ん
な
に
嬉
し
い
で
せ
う
ね
。
外
地
へ
軍
事
郵
便
や
一
般
邦
人
へ
の
た
よ
り
等
出

せ
る
様
に
な
り
ま
し
た
け
ど　

満
洲
や
北（

マ
マ
）

偉
三
十
八
度
以
北
の
朝
鮮
は
駄
目
な

ん
で
す
の
。
丁
度
黄
海
辺
か
ら
北
に
な
り
ま
す
ね
。
親
し
く
し
て
い
た
ゞ
い
た

方
々
は
ど
う
し
て
い
ら
つ
し
や
る
か
し
ら
と
、
お
気
の
毒
で
お
身
の
上
が
案
じ

ら
れ
ま
す　

ほ
ん
と
に
北
鮮
の
在
留
邦
人
の
方
々
は
死
に
ま
さ
る
苦
労
を
し
て

い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。
野
村
先
生
か
ら
は
七
月
二
十
一
日
に
六
月
分
俸
給
送
つ

て
い
た
ゞ
い
た
切
り
、白
石
先
生
は
八
月
六
日
付
の
も
の
を
九
月
一
日
に
い
た
ゞ

い
た
切
り
、
お
た
よ
り
は
御
座
い
ま
せ
ん
。
北
鮮
と
は
交
通
、
通
信
、
金
融
等
、

凡
て
杜
絶
し
た
ま
ゝ
で
す
。
清
水
鐘
次
さ
ん
は
先
日
帰
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま

し
た
。
つ
ゞ
き
は
他
の
葉
書
に
認
め
ま
す　
（
十
一
月
二
十
八
日
）」〔
資
料
６
〕

　

郵
便
葉
書
が
送
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
新
聞
だ
け
で
な
く
、
ラ
ジ
オ

で
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

比
島
派
遣
軍
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島　

豹
第
一
二
〇
二
五
部
隊　

三
上
部
隊　

植
田
隊

　

植
田
猛
様

差
出
人
：
福
島
県　

山
平　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
七
日
（
知
人
）

「
前
略　

異
国
ノ
空
ニ
永
ノ
年
月
御
苦
労
様
デ
ア
リ
マ
ス
、
今
日
十
一
月
十
六
日

朝
ノ
ラ
ジ
オ
比
島
ト
ノ
通
信
許
可
ノ
放
送
、
雀
躍
前
後
ヲ
忘
レ
本
書
認
メ
候　

先
ツ
植
田
猛
様
御
無
事
デ
ア
リ
マ
ス
カ
。
隊
員
ハ
如
何
デ
ア
リ
マ
ス
、
原
利
喜

助
様
、
其
ノ
他
前
田
寿
一
、
坂
本
玉
城
、
金
城
健
夫
、
宮
下
文
人
、
岩
脇
義
一
、

峠
秀
雄
以
上
各
位
御
変
リ
ア
リ
マ
セ
ン
カ
、
義
郷
ガ
色
々
ト
御
世
話
ニ
相
成　

御
礼
申
上
ゲ
マ
ス
、
義
郷
ハ
生
存
シ
テ
居
リ
マ
ス
カ
、
私
方
モ
一
同
無
事
デ
ス

資料６　妻から夫に宛てた葉書。検閲印は「C.C.D.J-639」とみえる。
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比
島
派
遣　

威
豹
一
二
〇
三
〇
部
隊　

後
藤
隊　

落
合
秀
夫
様

差
出
人
：
佐
賀
県　
落
合　
消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日（
妻
か
ら
夫
へ
）

「
御
主
人
様
御
変
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
終
戦
後
三
ヶ
月
あ
ま
り　

一
日
と
し

て
、
案
じ
な
い
日
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
に
、
今
ま
で
お
た
よ
り
が
出
せ
ず　

毎

日
〳
〵
新
聞
ば
つ
か
り
よ
ん
で
お
り
ま
し
た
。
や
つ
と
、
便
り
が
出
せ
る
や
う

に
な
り
ま
し
た　

戦
爭
は
す
ん
で
も
病
気
で
た
を
れ
る
人
が
多
い
と
か
新
聞
で

よ
み
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
御
無
理
を
な
さ
ら
ず　

一
日
も
早
く　

御
か
へ
り
に
な

る
日
を
待
つ
て
お
り
ま
す　

克
己
が
病
気
で
、
岸
山
の
方
に
来
て
お
り
ま
す
、

克
己
も
す
つ
か
り
元
気
に
な
り
ま
し
た
」

　

終
戦
後
、
出
征
し
た
夫
の
体
を
案
じ
、
新
聞
ば
か
り
を
読
ん
で
い
た
と
い
い
、
戦

争
が
終
わ
っ
て
も
病
気
で
倒
れ
る
兵
士
が
多
い
こ
と
を
知
り
、
夫
の
体
を
心
配
し
て
、

便
り
を
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
は
復
員
船
が
日
本
に
帰
港
す

る
情
報
も
伝
え
て
い
た
。

比
島
派
遣　

威
第
一
二
一
〇
〇
部
隊　

千
葉
隊　

西
村
他
家
養
様

差
出
人
：
東
京
都　
西
村　
消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
七
日（
妻
か
ら
夫
へ
）

「
其
後
御
元
気
に
お
暮
し
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。
家
で
も
御
暮マ
マ

様
に
て
皆
不
事
に

過
し
て
居
り
ま
す
。
そ
ち
ら
の
気
候
は
い
か
ゞ
で
す
か　

東
京
は
朝
夕
め
つ
き

り
寒
く
成
り
ま
し
た　

で
も
昨
年
よ
り
は
暖
か
い
様
で
す
。
毎
日
〳
〵
ラ
ジ
オ

や
新
聞
の
比
島
よ
り
の
引
揚
船
の
入
港
す
る
の
を
見
て　

一
日
千
秋
の
思
ひ
で

待
つ
て
居
り
ま
す
。
弘
子
も
此
頃
と
て
も
丈
夫
に
成
り
ま
し
た
。
清
水
さ
ん
や

原
木
さ
ん
も
御
元
気
で
す
か
。
大
崎
の
家
で
は
福
島
へ
疎
開
な
さ
い
ま
し
た
。

ガ
家
財
ハ
戦
災
焼
失
デ
ス
、
何
月
頃
帰
還
デ
ス
カ　

御
差
支
ナ
キ
限
リ
御
一
報

願
ヒ
マ
ス
、
敗
戦
内
地
モ
食
糧
ニ
困
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ガ　

駐
屯
米
軍
ノ
兵
隊
サ

ン
モ
同
情
深
ク　

且
ツ
優
シ
ク
子
供
等
ニ
菓
子
ナ
ド
与
ヘ
ラ
レ　

次
第
ニ
明
ル

ク
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
、英
語
勉
強
熱
ガ
次
第
ニ
増
シ
テ
居
リ
マ
ス
（
20.

11.

16
）」

比
島
派
遣　

威
一
〇
六
九
三
部
隊　

林
田
隊　

藤
田
明
彦
様

差
出
人
：
千
葉
県　

藤
田　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
七
日
（
家
族
）

「
明
彦　

随
分
長
い
こ
と
お
便
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね　

又
こ
ち
ら
か
ら
も

御
無
沙
汰
い
た
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
其
後
如
何
御
無
事
で
せ
う
ね　

戦
争
中

は
申
ま
で
も
な
く　

終
戦
の
今
日
比
頃
は
明
け
て
も
暮
れ
て
も
思
ひ
は
比
島
の

お
身
の
事
ば
か
り
心
に
か
ゝ
つ
て
な
り
ま
せ
ん　

で
も
時
節
の
く
る
迄
は
ど

う
に
も
な
り
ま
せ
ん　

只
ひ
た
す
ら
神
仏
の
御
加
護
を
祈
念
い
た
し　

一
日
も

早
く
復
員
に
な
り
ま
す
様　

一
日
千
秋
の
思
ひ
で
待
ち
わ
び
て
居
り
ま
す　

家
で
も
皆
無
事
に
暮
し
て
居
り
ま
す
か
ら
御
安
心
下
さ
い　

幸
当
地
は
空
襲
に

も
何
等
の
被
害
も
な
く　

皆
元
気
で
増
産
に
は
げ
ん
て
居
り
ま
す　

本
朝
ラ
ヂ

オ
の
報
道
で
比
島
ス
マ
ト
ラ
へ
の
通
信
が
出
来
る
と
の
こ
と
を
き
ゝ
ま
し
た
の

で　

取
り
あ
へ
ず
こ
の
便
り
を
書
き
ま
し
た　

ど
う
ぞ
御
自
愛
専
一
に
な
さ
れ

　

無
事
お
帰
り
に
な
ら
れ
る
様
祈
つ
て
居
り
ま
す　

で
は　

さ
よ
う
な
ら　

（
20.

11.

15
）」

　

こ
の
よ
う
に
国
内
に
い
た
家
族
に
と
っ
て
、
出
征
し
た
家
族
、
知
人
ら
の
様
子
を

少
し
で
も
知
ろ
う
と
す
る
そ
の
情
報
は
ま
ず
新
聞
と
ラ
ジ
オ
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
報
道
は
家
族
に
と
っ
て
、
兵
士
の
帰
還
を
待
つ
う
え
で
も
重

要
な
情
報
を
得
る
場
で
あ
っ
た
。
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皆
元
気
で
す
。
矢
口
で
も
戦
災
い
た
し　

今
焼
あ
と
に
バ
ラ
ツ
ク
を
建
て
ゝ

居
り
ま
す
。
大
井
と
八
王
子
と
峯
と
家
だ
け
の
こ
り
ま
し
た
。
で
は
又
、
御
便

り
を
御
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。
呉
〳
〵
も
御
身
御
大
切
に　

か
し
こ
（
十
一
月

十
七
日
」

　

毎
日
伝
え
ら
れ
る
情
報
を
得
よ
う
と
「
一
日
千
秋
の
思
い
」
で
夫
の
復
員
を
待
つ

想
い
を
伝
え
よ
う
と
葉
書
を
し
た
た
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
家
族
の
も
と
に
帰
っ
て

く
る
こ
と
を
待
つ
心
情
と
と
も
に
、
出
征
兵
士
の
動
向
（
帰
国
な
ど
）
に
つ
い
て
の
情

報
を
得
る
う
え
で
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
は
貴
重
な
情
報
源
で
あ
っ
た
。

２
、
葉
書
の
宛
先

　

四
一
三
枚
の
葉
書
の
宛
先
は
南
方
に
い
る
部
隊
、
主
に
比
島
に
い
る
兵
士
に
宛
て

ら
れ
て
い
る
。「
比
島
」と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
、三
三
四
枚
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
後
に
続
い
て
漢
字
一
字
も
し
く
は
二
字
で
表
し
た
「
兵
団
文
字
符
」
と
連
隊
や

大
隊
を
表
し
た
番
号
「
通
称
番
号
」
が
宛
名
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。「
兵
団
文
字
符
」

と
「
通
称
番
号
」
の
二
つ
を
あ
わ
せ
て
「
通
称
号
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
陸
軍
に
お

い
て
部
隊
の
名
称
を
秘
匿
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
葉
書
は
「
威
」

の
通
称
号
を
用
い
て
部
隊
に
宛
て
た
葉
書
が
二
三
五
枚
と
最
も
多
く
、
こ
れ
は
南
方

軍
総
司
令
部
を
表
す（

25
）。

　

ま
た
、
宛
名
に
「
テ
」
や
「
ウ
」
と
い
う
片
仮
名
と
数
字
が
組
み
合
わ
せ
て
用
い

ら
れ
て
い
る
葉
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
海
軍
の
郵
便
用
区
別
符
で
、
郵
便
を

発
受
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
。
区
別
符
は
、
最
初
に
所
在
地
区
別
符
、
次
に
部
隊
区

別
符
の
順
で
ど
の
部
隊
に
宛
て
た
も
の
な
の
か
が
表
さ
れ
た（

26
）。『
郵
便
物
取
扱
ニ
関
ス

ル
例
規
』
に
は
、
海
軍
の
軍
事
郵
便
物
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
、
陸

上
部
隊
宛
の
郵
便
物
の
宛
名
の
記
載
は
区
別
符
を
用
い
て
所
在
地
お
よ
び
海
軍
部
隊

名
は
表
示
し
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る（

27
）。
戦
地
か
ら
家
族
に
宛
て
ら
れ
た
葉
書
に

は
差
出
元
が
伏
さ
れ
、
こ
の
区
別
符
が
用
い
ら
れ
た
。
受
け
取
っ
た
家
族
は
、
そ
れ

が
ど
こ
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
ど
こ
の
場
所
に
い
る
の
か
知
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

　

四
一
三
枚
の
葉
書
の
う
ち
、
こ
の
区
別
符
が
用
い
ら
れ
た
葉
書
、
い
わ
ゆ
る
海
軍

の
部
隊
宛
の
葉
書
は
四
八
枚
あ
り
、
す
べ
て
が
「
テ
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
最
も

多
い
「
テ
二
一
」
と
い
う
の
は
、マ
ニ
ラ
を
表
し
て
い
る（

28
）。

そ
の
後
に
続
く
の
は
「
テ
」

や
「
ウ
」「
セ
」
と
い
っ
た
部
隊
区
分
符
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の

葉
書
に
は
呉
郵
便
局
気
付
と
冠
し
て
い
る
。
戦
時
中
郵
便
物
は
す
べ
て
交
換
局
を
経

由
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
受
け
持
つ
交
換
局
の
名
を
表
記
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
た
め
で
あ
る（

29
）。
呉
郵
便
局
は
比
島
を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
の
地
域
を
受
け
持

つ
交
換
局
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
年
九
月
十
九
日
の
読
売
報
知
新
聞（

30
）は

、「
外
地
の
海
軍
軍
人
に
葉
書
が
出

せ
る
地
名
の
略
号
を
も
同
時
に
発
表
」
と
見
出
し
を
付
け
、

外
地
第
一
線
に
ゐ
る
海
軍
軍
人
軍
属
に
ど
し
〳
〵
葉
書
が
出
せ
る
こ
と
に
な
つ

た　

従
来
外
地
に
ゐ
る
海
軍
軍
人
軍
属
に
宛
て
た
郵
便
物
は
所
に
よ
つ
て
は
送

達
困
難
な
場
所
も
あ
つ
た
が
今
後
各
方
面
と
も
一
応
送
達
の
途
が
開
け
た
の
で

終
戦
後
の
留
守
宅
の
状
況
、
米
上
陸
後
の
生
活
等
を
案
じ
て
ゐ
る
外
地
父
兄
、

子
弟
に
至
急
し
ら
せ
る
よ
う
海
軍
で
は
望
ん
で
ゐ
る　

同
時
に
海
軍
で
は
今
迄

軍
機
に
な
つ
て
ゐ
た
地
名
の
符
号
を
左
の
通
り
発
表
し
た
が
宛
名
は
従
来
ど
お

り
で
あ
る
、
但
し
通
信
は
葉
書
に
限
る
、
な
ほ
今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
は

地
名
だ
け
で
あ
る
が
初
め
の
片
仮
名
が
地
名
、
後
の
片
仮
名
が
部
隊
名
で
例
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へ
ば
横
須
賀
郵
便
局
気
付
ウ
ノ
二
四
ウ
ノ
九
三
と
は
ウ
ノ
二
四
が
父
島
、
ウ
ノ

九
三
が
根
拠
地
で
あ
る

と
載
せ
、
太
平
洋
方
面
や
千
島
・
北
海
道
方
面
、
比
島
方
面
、
沖
縄
方
面
、
イ
ン
ド

洋
方
面
に
配
属
さ
れ
た
部
隊
の
地
名
と
区
別
符
を
掲
載
し
、
終
戦
か
ら
一
か
月
を
経

て
、
各
新
聞
に
海
外
の
海
軍
の
軍
人
・
軍
属
に
家
族
か
ら
葉
書
を
出
そ
う
と
い
う
呼

び
掛
け
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
な
お
、
朝
日
新
聞
で
も
九
月
二
十
一
日

(

31
）

に
同
様
の

内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
海
軍
の
軍
人
・
軍
属
へ
の
郵
便
物
送
付
を
海
軍
当
局
が
望
ん

で
い
る
と
い
う
も
の
で
、新
聞
記
事
に
よ
る
と
、（
１
）
以
前
は
送
達
困
難
な
所
も
あ
っ

た
が
、
終
戦
で
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
、（
２
）
留
守
宅
の
様
子
を
知
ら
せ
て
欲
し

い
と
軍
が
要
望
し
て
い
た
こ
と
、（
３
）
軍
事
上
の
秘
密
で
あ
っ
た
部
隊
の
符
号
の
地

名
ま
で
公
開
し
て
い
る
点
が
注
目
で
き
よ
う
。
海
軍
省
の
廃
止
は
昭
和
二
十
年
十
一

月
三
十
日
で
あ
り
、
九
月
に
は
こ
う
し
た
呼
び
掛
け
を
海
軍
が
行
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

九
月
十
九
日
付
の
新
聞
紙
上
で
海
軍
の
軍
人
・
軍
属
に
宛
て
た
葉
書
を
送
る
よ
う

案
内
し
て
い
た
が
、
部
隊
が
転
属
を
す
る
な
ど
宛
先
が
不
明
な
場
合
も
多
か
っ
た
た

め
か
、
区
別
符
を
記
入
し
な
く
て
も
部
隊
名
で
届
け
る
旨
を
改
め
て
通
達
し
、
十
月

十
二
日
の
読
売
報
知
新
聞
に
そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た（

32
）。

「
固
有
名
だ
け
で
も
届
け
ま
す　

海
軍
の
外
地
向
け
郵
便
物
に
便
法
」（
見
出
し
）

在
外
地
所
在
の
人
員
輸
送
用
船
便
を
利
用
す
る
外
地
宛
郵
便
物
の
送
達
は
漸
次

活
発
化
し
て
ゐ
る
が
海
軍
で
は
今
後
地
名
符
号
及
び
部
隊
符
号
が
判
明
し
な
い

場
合
は
所
在
地
及
び
部
隊
名
は
そ
の
固
有
名
を
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と
に
改
め

た
、
即
ち
次
の
各
地
に
所
在
す
る
軍
官
民
宛
郵
便
物
の
宛
名
は
頭
書
の
郵
便
局

気
付
と
し
、
例
へ
ば
横
須
賀
郵
便
局
気
付
○
○
島
○
○
会
社
何
某
殿
と
す
る

◇
横
須
賀
郵
便
局
気
付
と
す
る
も
の　

マ
ー
シ
ヤ
ル
方
面
（
ウ
オ
ツ
ゼ
、
マ
ロ

エ
ラ
ツ
プ
、
ミ
レ
、
ヤ
ル
ー
ト
、
エ
ン
ダ
ビ
ー
、
ナ
ウ
ル
、
オ
ー
シ
ヤ
ン　

東

カ
ロ
リ
ン
方
面
（
ト
ラ
ツ
ク
、
ボ
ナ
ペ
、
ク
サ
イ
、
モ
ー
ト
ロ
ツ
ク
）　

西
カ
ロ

リ
ン
方
面
（
パ
ラ
オ
、
ヤ
ツ
プ
）
マ
リ
ア
ナ
、
小
笠
原
諸
島
、
ニ
ユ
ー
ギ
ニ
ヤ

方
面
、
ラ
バ
ウ
ル
方
面　

◇
呉
郵
便
局
気
付　

比
島
方
面　

◇
門
司
郵
便
局
気

付　

南
鮮
方
面　

右
以
外
の
各
地
に
つ
い
て
は
追
つ
て
決
め
ら
れ
る

　

比
島
方
面
を
呉
郵
便
局
気
付
と
す
る
の
は
、
戦
時
中
比
島
の
郵
便
交
換
局
が
呉
郵

便
局（

33
）で
あ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
取
り
扱
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
新
聞
記
事
は
兵
士
の
消
息
が
分
か
ら
な
い
人
た
ち
の
案
内
と
な
っ
た
よ
う
で
、

次
の
よ
う
に
記
す
葉
書
も
あ
る
。

呉
郵
便
局
気
付　

比
島
派
遣　

風
一
五
三
二
部
隊　

杢
屋
文
雄

差
出
人
：
静
岡
県　

杢
屋　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
八
日
（
家
族
）

「
外
地
に
於
て
苦
闘
に
堪
へ
て
お
る
杢
屋
文
雄
元
気
で
す
か　

内
地
の
我
々
一
族

一
同
皆
無
事　

君
か
ら
の
便
り
既
に
二
ヶ
年
も
来
ら
ず　

安
否
を
一
同
気
づ
か

う　

幸
に
し
て
呉
郵
便
局
気
付
に
て
手
紙
を
出
せ
は
比
島
方
面
の
将
兵
に
は
通

達
し
て
下
さ
る
と
の
事　

必
ず
此
の
手
紙
君
が
丈
夫
で
い
る
以
上
着
く
事
と
信

ず
る　

着
い
た
ら
一
通
安
否
を
知
ら
せ
る
事　

右
御
願
致
し
ま
す　

昭
和
二
十

年
十
一
月
八
日
」〔
資
料
７
〕

　

陸
軍
で
は
、
葉
書
の
送
付
を
勧
め
る
な
ど
の
記
事
を
掲
載
し
た
形
跡
は
な
い
が
、
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十
月
二
十
一
日
に
至
り
、
よ
う
や
く
部
隊
の
通
称
号
と
部
隊
の
駐
屯
地
が
分
か
る
記

事
を
朝
日
新
聞
に
掲
載
し
て
い
る（

34
）。

「
こ
の
部
隊
は
こ
ゝ
に
ゐ
る
」（
見
出
し
）

わ
が
父
、
わ
が
夫
、
わ
が
子
は
い
ま
ど
こ
の
地
で
内
地
へ
の
復
員
を
待
ち
詫
び

て
ゐ
る
だ
ら
う
か
、〝
威
部
隊
〟
と
か
〝
宮
部
隊
〟
と
か
、
部
隊
の
通
称
だ
け
は

家
族
も
知
ら
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
が
何
方
面
軍
の
何
師
団
で
あ
る
か
は
も

ち
ろ
ん
、
ど
こ
の
郷
土
部
隊
が
い
ま
何
処
の
地
に
復
員
を
待
つ
て
ゐ
る
か
も
知

ら
な
い
の
で
あ
る
、
そ
れ
は
い
ま
ゝ
で
防
諜
上
、
作
戦
上
陸
軍
の
部
隊
号
も
そ

の
駐
屯
地
も
作
戦
地
も
絶
対
極
秘
に
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
だ
が
終
戦
の
い
ま
、
も

は
や
そ
の
必
要
も
な
く
な
つ
た
の
で
本
社
で
は
陸
軍
当
局
に
そ
の
調
査
を
請
う

て
、
次
の
如
く
航
空
、
船
舶
、
鉄
道
部
隊
を
除
く
各
部
隊
の
部
隊
号
、
通
称
号
、

司
令
部
の
所
在
地
等
を
公
に
す
る
こ
と
を
得
た

　

そ
し
て
十
月
二
十
三
日
に
書
か
れ
た
葉
書
に
は
、

比
島
派
遣　

威
第
一
七
六
〇
二
部
隊　

八
重
樫
隊　

加
藤
伊
助
様

差
出
人
：
神
奈
川
県　

加
藤　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
三
日
（
家
族
）

「（
１
）
今
日
新
聞
で
威
と
い
ふ
記
号
の
部
隊
は
サ
イ
ゴ
ン
だ
と
知
り
ま
し
た
。

比
島
派
遣
故
ま
さ
か
仏
印
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
。
レ
イ
テ
島
セ
ブ
島
ル
ソ

ン
島
上
陸
と
き
く
度
に
、
殊
に
レ
イ
テ
島
上
陸
の
時
に
は
貴
君
に
関
す
る
一
切

を
あ
き
ら
め
手
紙
を
出
す
こ
と
も
や
め
ま
し
た
の
で　

今
日
西
貢
と
聞
い
て
驚

き
ま
し
た
、
で
も
い
ま
は
安
南
人
の
こ
と
で
大
変
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

兄
さ
ん
は
仏
印
の
河
内
と
い
ふ
所
で
す
。
人
に
よ
る
と
比
島
の
附
近
の
島
で
は

資料７　呉郵便局気付と書かれた葉書
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な
い
か
と
い
は
れ
ま
す
。
い
づ
れ
に
し
て
も
早
く
お
帰
り
を
お
待
ち
し
て
ゐ
ま

す
。
十
月
十
八
日
朝
早
く
海
老
名
か
ら
お
婆
さ
ん
、
ト
シ
ち
や
ん
、
サ
ヨ
ち
や

ん
の
三
人
が
ま
い
り
ま
し
た
。
二
十
日
が
こ
ち
ら
の
運
動
会
で
す
の
で　

そ
れ

ま
で
と
ま
り
二
十
一
日
に
海
老
名
へ
帰
り
ま
し
た
。
邦
彦
、
美
智
子　

サ
ヨ
ち

や
ん
、
と
て
も
良
く
三
人
で
遊
び
ま
す
。
近
所
の
人
が
サ
ヨ
ち
や
ん
と
美
智
子

と
、
と
て
も
良
く
似
て
ゐ
る
と
申
し
て
ゐ
ま
す
。
美
智
子
を
ふ
と
ん
の
中
に
入

れ
て
サ
ヨ
ち
や
ん
と
邦
彦
が
持
手
で
す
。
軍
か
ん
に
の
つ
た
と
大
さ
は
ぎ
で
す
。

運
動
会
に
は
家
中
で
、
お
昼
に
お
萩
を
つ
く
つ
て
持
つ
て
き
ま
し
た
。
お
婆
さ

ん
も
来
賓
席
で
う
れ
し
さ
う
で
す
。
美
智
子
た
ち
は
朝
礼
台
に
（
20.

10.

23
）」

と
あ
り
、
軍
の
機
密
事
項
だ
っ
た
記
号
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
出
征
し
た
家
族
の

居
所
が
明
ら
か
に
な
り
、
郵
便
を
出
せ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

次
の
葉
書
も
同
様
に
部
隊
の
配
属
場
所
に
つ
い
て
新
聞
で
知
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。比

島
派
遣　

威
一
九
七
七
〇
部
隊　

西
川
澄
様

差
出
人・東
京
都　

西
川　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
（
妹
か
ら
兄
へ
）

「
朝
夕
も
め
つ
き
り
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
毎
日
秋
日
和
が
続
い
て
を

り
ま
す
。
青
く
々
々
澄
ん
だ
美
し
い
空
、
お
兄
さ
ん
も
き
つ
と
こ
の
空
を
仰
い

で
い
ら
つ
し
や
る
事
で
せ
う
ね　

家
は
幸
に
戦
災
か
ら
ま
ぬ
か
れ　

八
月
十
五

日
以
後　

空
襲
も
な
く
伯
さ
ん
、
眞
望
さ
ん
も
家
に
帰
り　

父
母
共
元
気
で
楽

し
い
日
々
を
過
し
て
を
り
ま
す　

こ
の
上
お
兄
さ
ん
の
お
帰
り
を
待
つ
ば
か
り

で
す
、
先
日
の
新
聞
に
は
威
部
隊
は
サ
イ
ゴ
ン
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が　

一

体
ど
こ
に
い
ら
つ
し
や
る
の
か
し
ら　

マ
ニ
ラ
か
ら
船
が
つ
い
た
報
が
あ
る
と

資料８　妹から兄へ宛てたと思われる葉書。「威」部隊の配属地について書かれている。
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楽
し
み
に
し
て
待
つ
て
を
り
ま
す
け
ど　

サ
イ
ゴ
ン
だ
つ
た
ら
ま
だ
〳
〵
で
せ

う
ね
、
今
年
の
お
正
月
ま
で
に
帰
る
と
良
い
と
思
つ
て
を
り
ま
す
け
ど　

父
も

母
も
皆
お
兄
さ
ん
の
帰
つ
た
夢
ば
か
り
み
て
ゐ
ま
す
。
今
年
は
庭
の
柿
が
鈴
な

り
で
す
。
早
く
帰
ら
な
い
と
駄
目
で
す
よ
。
東
京
の
姿
も
大
分
変
り
ま
し
た　

銀
坐
は
進
駐
軍
の
ア
メ
リ
カ
の
兵
隊
さ
ん
の
方
が
多
い
位
で
す
。
始
め
は
心
配

で
し
た
け
ど　

今
ま
で
何
の
衝
突
事
件
も
あ
り
ま
せ
ん　

日
本
も
い
よ
〳
〵
民

主
々
義
に
な
り
ま
し
た　

女
子
に
も
参
政
権
が
あ
た
へ
ら
れ
ま
し
た　

男
女
同

権
で
す
。
お
兄
さ
ん
の
お
友
達
（
髙
場
さ
ん
、
野
口
さ
ん
）
が
い
ら
つ
し
や
い

ま
し
た
よ
。
た
と
へ
帰
国
は
お
そ
く
と
も
元
気
で
い
ら
つ
し
や
る
の
な
ら　

か

へ
つ
て
嬉
し
い
位
で
す　

で
は
家
の
事
は
何
の
心
配
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら　

安
心
し
て
お
過
し
下
さ
い
ま
せ
。
お
帰
り
の
日
を
楽
し
み
に　

さ
よ
な
ら（
十
一

月
十
六
日
）」〔
資
料
８
〕

　

兄
が
サ
イ
ゴ
ン
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
遠
い
異
国
の
地
に
想
い
を
馳
せ
、
一
日
も

早
い
復
員
を
願
う
家
族
の
心
情
が
読
み
取
れ
る
。

　

大
半
が
比
島
の
部
隊
の
兵
士
に
宛
て
ら
れ
た
葉
書
で
あ
る
の
に
対
し
、
例
外
的
な

葉
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
南
方
に
あ
っ
た
日
本
企
業
の
支
社
に
い

る
家
族
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

門
司
郵
便
局
気
付　

比
島
マ
ニ
ラ
市
石
原
産
業　

東
條
卓
三
様

差
出
人
：
佐
賀
県　

東
條　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
月
三
十
日
（
妻
か
ら
夫
へ
）

「
第
一
信　

長
ら
く
御
無
沙
汰
を
致
し
ま
し
た　

そ
の
後
御
障
り
も
無
く
御
す
ご

し
で
御
座
ゐ
ま
せ
う
か　

昨
秋
電
報
を
頂
き　

御
無
事
を
喜
こ
び
ま
し
て
よ
り

一
ケ
年
何
の
御
た
よ
り
も
頂
け
ま
せ
ん
の
で　

如
何
遊
ば
し
て
か
と
日
夜
御
案

じ
申
上
げ
て
居
り
ま
す　

こ
の
七
月
五
日
徳
島
空
襲
に
て　

志
田
家
と
共
に
罹

災
致
し
無
一
物
と
な
り　

当
地
の
兄
の
家
へ
参
り
ま
し
た　

何
か
ら
何
ま
で
、

兄
の
世
話
に
な
り　

幼
き
頃
暮
ら
し
た
家
に
山
口
の
姉
家
族
と
番
人
家
族
と
三

家
族
同
居
致
し
居
り
ま
す
。
貴
方
様
の
服
、
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト　

写
真
等　

そ
の
他
貴
重
品
を
全
部
失
つ
て
し
ま
ひ　

何
と
御
わ
び
申
上
げ
た
ら
よ
ろ
し
い

か
と　

今
か
ら
心
を
い
た
め
て
居
り
ま
す
。
只
親
子
五
人
怪
我
一
つ
せ
ず
無
事

避
難
出
来
ま
し
た
事
だ
け
を
倖
と
存
じ
居
り
ま
す
。
御
無
事
に
御
帰
り
遊
ば
す

日
の
一
日
も
早
い
様　

念
じ
上
げ
て
居
り
ま
す
。（
十
月
二
十
七
日
）」

　

こ
の
家
族
は
、
遠
い
地
に
夫
と
離
れ
て
生
活
す
る
な
か
で
、
葉
書
だ
け
が
直
接
語

り
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
手
段
で
あ
り
な
が
ら
、
夫
か
ら
は
一
年
と
い
う
長
い
期
間
、

音
沙
汰
が
な
く
、不
安
な
心
情
が
う
か
が
え
る
。ま
た
、当
時
、写
真
は
貴
重
品
で
あ
り
、

そ
の
他
の
品
も
徳
島
空
襲
に
よ
っ
て
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
絶
望
感
を
伝
え
、
詫
び
て

い
る
。

　

宛
先
の
「
石
原
産
業
」
は
、「
南
方
諸
国
の
鉄
鉱
石
採
掘
を
中
心
と
し
た
戦
前
の
代

表
的
な
南
方
進
出
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。（
中
略
）
マ
ニ
ラ
石
原
産
業
会
社
（
資
本

金
百
萬
比
）
は
マ
ニ
ラ
に
本
社
を
置
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
な
ど
で
鉄
鋼
を

採
掘
す
る
会
社
で
あ
る
。
戦
時
中
は
軍
の
事
業
委
託
に
よ
る
資
源
開
発
も
あ
り
、
南

方
で
の
資
源
開
発
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
新
興
財
閥
と
し
て
発
展

し
て
い
っ
た
」
（
35
）

会
社
で
あ
る
。

　

資
源
が
乏
し
い
小
さ
な
島
国
で
あ
る
日
本
は
、
南
方
で
の
資
源
獲
得
を
進
め
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
民
間
人
が
軍
部
に
徴
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
石
原

産
業
株
式
会
社
の
社
史
に
よ
る
と
、
南
方
資
源
開
発
の
た
め
、
開
戦
前
の
時
期
に
軍

部
よ
り
同
社
社
員
た
ち
が
徴
用
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。「（
昭
和
十
六
年
）
九
月
に
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ろ
う
、
小
生
も
今
年
の
二
月
か
ら
故
郷
へ
帰
つ
て
ゐ
る
。
役
人
生
活
も
、
さ
ら

り
と
捨
て
ゝ
、
又
人
生
を
再
出
発
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。
此
の
間
、
新
聞
に

マ
ニ
ラ
か
ら
第
一
回
の
引
揚
邦
人
の
上
陸
風
景
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
写

真
の
中
に
君
と
そ
つ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
を
し
た
人
が
あ
つ
た
。
若
し
や
君
で
は

な
い
か
と
思
つ
た
が
、
未
だ
に
君
か
ら
便
り
が
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
間
違
ひ

ら
し
い
。
小
生
は
君
が
健
在
で
を
る
事
を
祈
り
つ
ゝ
こ
の
便
り
を
書
い
て
を
る
。

十
五
日
（
昨
日
）
か
ら
外
地
向
け
の
通
信
が
許
可
さ
れ
た
。（
逓
信
院（
元
の
逓

信
省
）か
ら
）
早
速
書
い
た
わ
け
。
若
し
幸
ひ
に
し
て
君
の
手
許
に
着
い
た
な
ら

是
非
近
況
を
報
し
て
く
れ
（
内
地
へ
の
通
信
が
可
能
な
ら
）
一
日
も
速
や
か
に

復
員
せ
ん
事
を
祈
つ
て
ゐ
る
。
復
員
の
暁
は
是
非
小
生
の
故
郷
へ
寄
つ
て
く
れ
。

歓
待
す
る
よ
。
弁
天
島
の
美
景
は
依
然
と
し
て
変
ら
ぬ
。
で
は
又
。」〔
資
料
９
〕

　

こ
れ
は
、「
す
み
枝
」
と
い
う
女
性
と
思
わ
れ
る
人
に
宛
て
た
葉
書
で
あ
る
。
部
隊

の
通
称
号（

38
）

が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
す
み
枝
」
は
戦
地
で
救
護
員
な
ど
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

葉
書
に
書
か
れ
た
部
隊
「
鳳
第
一
五
三
二
部
隊
」
に
つ
い
て
は
、『
部
隊
通
称
号
索

引
簿
』（

39
）等
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
鳳
」
と
い
う
兵
団
文
字
符
を
も
つ
部
隊
は
、
第

一
〇
四
師
団（

40
）で
南
支
に
派
遣
さ
れ
、
終
戦
を
迎
え
た
部
隊
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

宛
名
に
は
「
比
島
派
遣
」
と
あ
り
、
文
中
に
も
「
君
を
マ
ニ
ラ
に
や
つ
た
こ
と
を
ほ

ん
た
う
に
悔
い
て
ゐ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
す
み
枝
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
こ

と
は
確
か
な
の
だ
ろ
う
。 

３
、
届
か
な
か
っ
た
葉
書

　

四
一
三
枚
の
葉
書
は
、
両
親
や
妻
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
兄
弟
姉
妹
か
ら
、
恋
人

入
っ
て
、
軍
部
か
ら
南
方
に
経
験
の
深
い
わ
が
社
に
対
し
て
、
ひ
そ
か
に
南
方
事
情

の
照
会
が
あ
り
、
ま
た
南
方
に
経
験
の
あ
る
従
業
員
を
申
告
せ
よ
と
の
内
命
が
あ
っ

た
。
こ
ん
な
動
き
か
ら
、
軍
部
に
対
米
英
戦
闘
開
始
の
決
意
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ

れ
た
お
り
か
ら
、
大
阪
本
社
勤
務
の
鈴
木
龍
男
君
に
徴
用
令
が
下
り
、
次
い
で
十
一

月
十
七
日
に
は
、
左
記
二
十
八
名
に
対
し
、
同
様
令
書
が
送
達
さ
れ
」
（
36
）

と
あ
る
。
こ

の
二
十
八
名
は
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
て
お
り
、
宛
名
の
東
條
卓
三
氏
も
そ
の
中
な
か
に

含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
社
史
に
は
、
そ
の
後
の
東
條
氏
の
行
動
が
記
さ
れ
て

お
り
、「
昭
和
二
十
年
の
一
月
五
日
に
は
、
マ
ニ
ラ
周
辺
の
形
勢
が
急
迫
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
撤
退
開
始
の
命
が
あ
り
、（
中
略
）
東
條
卓
三
君
を
中
心
と
す
る
Ｅ
班
は
海
軍

航
空
廠
の
嘱
託
と
し
て
バ
ヨ
ン
ボ
ン
へ
」（

37
）向
か
っ
た
と
あ
る
。
バ
ヨ
ン
ボ
ン
を
目
指

し
た
各
班
で
あ
る
が
、
原
住
民
か
ら
日
本
降
伏
の
報
に
触
れ
た
後
、
米
軍
の
指
示
に

従
っ
て
マ
ニ
ラ
地
区
の
抑
留
所
に
入
り
、
帰
国
の
日
を
待
っ
た
と
い
う
。

　

兵
士
と
し
て
戦
地
へ
赴
く
人
だ
け
で
な
く
、
戦
闘
と
は
別
の
形
で
戦
争
に
協
力
さ

せ
ら
れ
、
民
間
の
女
性
も
含
ま
れ
て
い
た
。

比
島
派
遣　

鳳
第
一
五
三
二
部
隊　

武
田
す
み
枝
殿

差
出
人
：
静
岡
県　

後
藤　

消
印
：
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
（
知
人
）

「（
昭
和
十
九
年
六
月
二
十
九
日
附
の
）
君
か
ら
な
つ
か
し
い
便
り
を
一
通
貰
つ
た

き
り
、
情
勢
は
急
角
度
に
悪
化
し
て
、
砲
煙
は
比
島
の
レ
イ
テ
に
そ
し
て
リ
ン

ガ
エ
ン
に
及
び
、
遂
に
マ
ニ
ラ
も
陥
ち
る
に
至
り
ま
し
た
。
内
地
に
ゐ
る
小
生

は
毎
日
、
紙
上
の
戦
況
報
告
を
見
つ
め
、
君
の
安
否
を
気
づ
か
つ
て
ゐ
た
。
君

を
マ
ニ
ラ
に
や
つ
た
こ
と
を
ほ
ん
た
う
に
悔
い
て
ゐ
る
。
内
地
も
全
く
変
り
果

て
ゝ
了
つ
た
。
東
京
、大
阪
云
ふ
に
及
ば
ず
、都
市
の
殆
ん
ど
が
焦
土
と
化
し
た
。

君
が
若
し
生
き
て
故
郷
の
地
を
踏
ん
だ
な
ら
ど
ん
な
に
か
驚
き
且
悲
し
む
事
だ
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と
思
わ
れ
る
人
か
ら
、
職
場
の
同
僚
か
ら
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
間
柄
の
人
が
差
し
出

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
人
か
ら
幼
い
子
ど
も
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
人
び
と
が
差

し
出
し
た
葉
書
と
い
う
点
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
か
に
は
、
絵
葉
書
で
送
ら
れ
た
も
の
が
四
〇
枚
み
ら
れ
る
。
絵
柄
は
慰
問
袋
〔
口

絵
５
〕
や
小
学
生
が
鍬
を
持
っ
て
増
産
に
精
を
出
す
様
子
を
描
い
た
葉
書
〔
口
絵
６
〕

な
ど
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
原
淳
一（
画
家
）が
描
い
た
女
性
画

や
日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
、
故
郷
を
し
の
ぶ
風
景
は
人
気
が
高
か
っ
た
よ
う
で
、

遠
い
異
国
で
帰
国
を
待
つ
兵
士
た
ち
に
と
っ
て
は
励
み
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

葉
書
に
は
終
戦
を
迎
え
て
の
変
化
、
進
駐
軍
の
い
る
慣
れ
な
い
生
活
や
今
後
の
生

活
に
対
す
る
不
安
、
さ
さ
い
な
日
常
の
出
来
事
か
ら
、
街
や
人
び
と
の
心
境
の
変
化

な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
親
し
い
間
柄
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
本
心
を
伝
え

て
お
り
、
当
時
の
生
活
を
知
る
貴
重
な
記
録
で
も
あ
る
。

　

葉
書
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
現
段
階
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
葉
書
が
投
函
さ
れ
、
四
か
所
の
検
閲
局
で
の
検
閲
を
経
た
後
、
比
島

に
送
ら
れ
る
た
め
に
一
か
所
に
集
め
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
後
、
実
際
に
海

を
渡
っ
て
比
島
に
届
け
ら
れ
た
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の
か
、
送
ら
れ
ず
日
本
国

内
で
留
ま
っ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
復
員
郵
便
は
、
篠
原
宏
氏
に
よ
る
と
、

「
郵
便
物
は
東
京
中
央
、
博
多
の
各
郵
便
局
に
集
中
さ
れ
、
復
員
、
引
揚
げ
の
た
め
に

出
向
す
る
船
舶
に
託
し
て
、
旧
日
本
部
隊
に
送
ら
れ
た
」（

41
）と

あ
る
が
、
船
に
積
ま
れ
、

比
島
に
送
ら
れ
た
の
か
、
戦
後
の
比
島
の
混
乱
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
の
葉
書
群
が

送
ら
れ
ず
日
本
に
留
ま
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
比
島
に
送
ら
れ

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
本
人
の
手
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

資料９　女性の宛名が書かれた葉書
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げ
た
。
妻
か
ら
夫
に
宛
て
た
葉
書
で
は
、
夫
の
帰
り
を
待
ち
焦
が
れ
る
心
情
が
綴
ら

れ
て
お
り
、
妻
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
内
容
も
み
ら
れ
る
。

近
況
を
伝
え
つ
つ
、
安
否
を
案
じ
、
夫
か
ら
の
返
信
を
待
ち
望
む
。
そ
れ
は
妻
や
子

ど
も
、家
族
の
無
事
や
生
存
を
夫
に
伝
え
る
と
と
も
に
、夫
か
ら
直
接
の
連
絡
を
待
つ
、

安
否
を
確
認
す
る
こ
と
の
数
少
な
い
手
段
で
あ
り
、
互
い
の
つ
な
が
り
を
確
認
で
き

る
可
能
性
を
も
っ
た
方
法
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
葉
書
で
伝
え
て
い
る
内
容
（
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
内
容
）
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）〈https://dss.lafayette.edu/collections/east-asia-im

age-collection/

〉

（
２
）‟

Gerald &
 Rella W

arner Japan Slide Collection

”
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

度
に
入
手
し
、
映
像・音
響
室
で
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
は
「
カ
ラ
ー

写
真
が
伝
え
る
復
興
・
発
展
の
き
ざ
し

―
占
領
下
の
日
本

―
」
と
題
し
て
写
真
展
示
を

行
っ
た
。

（
３
）〈https://dss.lafayette.edu/collections/east-asia-im

age-collection/

〉で
一
部
紹
介

し
て
い
る
。

（
４
）
引
用
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
使
用
漢
字
は
常
用
漢
字
で
統
一
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
原

文
の
ま
ま
と
し
た
。
葉
書
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
原
文
に
忠
実
と
し
、
当
て

字
、
誤
字
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
引
用
し
た
葉
書
に
つ

い
て
は
、
差
出
県
と
苗
字
ま
で
の
表
記
と
す
る
。

（
５
） 

古
橋
研
一
『
調
布
市
域
の
空
襲
と
敗
戦
（
２
）（
敗
戦
・
占
領
編
）』
み
ん
な
新
聞
社
、
平
成

二
十
四
年
六
月
、
二
二
三
頁
。

（
６
）
外
務
省
特
別
資
料
部
編
『
日
本
占
領
及
び
管
理
重
要
文
書
集　

第
２
巻　

政
治
、
軍
事
、
文

化
篇
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
、
一
八
五
頁
。
こ
の
和
訳
が
裏
田
稔
『
占

領
軍
の
郵
便
検
閲
と
郵
趣　

Postal Censorship in Japan, 1945-49

』日
本
郵
趣
出
版
、

お
わ
り
に

　

軍
事
郵
便
と
い
う
と
、
兵
士
が
家
族
や
知
人
ら
に
宛
て
た
郵
便
が
扱
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
大
学
ス
キ
ル
マ
ン
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
四
〇
〇

枚
余
り
の
葉
書
に
は
、
家
族
や
知
人
か
ら
戦
地
（
大
部
分
は
比
島
）
に
い
る
兵
士
に
宛

て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
戦
後
間
も
な
い
時
期
（
昭
和
二
十
一
年
一
月
以
前
）

の
郵
便
で
あ
っ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

　

終
戦
と
と
も
に
、
家
族
ら
は
兵
士
の
安
否
を
気
遣
う
葉
書
を
出
す
が
、
戦
後
の
混

乱
し
た
状
況
で
は
郵
便
事
情
も
悪
く
、
投
函
し
た
と
し
て
も
兵
士
の
手
元
に
届
け
ら

れ
る
希
望
は
薄
か
っ
た
。
次
第
に
郵
便
事
情
が
改
善
さ
れ
る
な
か
で
、
二
十
年
十
一

月
十
六
日
の
新
聞
報
道
と
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
戦
地
の
兵
士
に
葉
書
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
四
〇
〇
枚
余
り
の
葉
書
の
多
く
は
、
十
一
月

十
六
日
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
て
も
、
同
日
の
報
道
が
大
き
な

画
期
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
、
家
族
や
知
人
は
出

征
兵
士
の
安
否
を
確
認
し
た
い
、
連
絡
を
取
り
た
い
、
そ
の
た
め
の
情
報
を
得
た
い

想
い
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
の
葉
書
は
進
駐
軍
に
よ
る
検
閲
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
検
閲
所
も
地
域

が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
検
閲
印
の
押
印
位
置
は
各
検
閲
所
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
お
り
、
押
印
の
さ
れ
方
に
よ
っ
て
検
閲
所
も
分
か
る
と
さ
れ
て
き
た
。
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
大
学
の
葉
書
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
押
印
の
さ
れ
方
に
よ
っ
て
検
閲
を
分
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
提
示
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
四
〇
〇
枚
余
り
の
葉
書
の
な
か
か
ら
関
連
す
る
内
容
の
み
を
取
り
上
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（
20
）
右
同
、
一
六
頁
。

（
21
）
郵
政
省
編
『
続
逓
信
事
業
史　

第
三
巻　

郵
便
』
前
島
会
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
、

三
一
一
頁
。

（
22
）
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
付
『
朝
日
新
聞
』「
在
外
邦
人
へ
の
便
り
」。

（
23
）
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
付
『
読
売
報
知
』「
送
ろ
う
懐
か
し
い
故
国
の
便
り　

外
地
、

南
方
向
け
郵
便
物
許
可
」。

（
24
）
昭
和
二
十
年
十
一
月
十
六
日
付
『
毎
日
新
聞
』「
在
外
将
兵
邦
人
へ
便
り
が
出
来
ま
す
」。

（
25
）
松
原
慶
治
編『
終
戦
時
帝
国
陸
軍
全
現
役
将
校
職
務
名
鑑
』戦
誌
刊
行
会
、昭
和
六
十
年
八
月
、

三
三
頁
。

（
26
）『
郵
便
物
取
扱
ニ
関
ス
ル
例
規　
「
附
」
有
線
電
報
取
扱
ニ
関
ス
ル
件　

海
軍
公
報
（
部
内
限
）

別
冊
』
昭
和
十
九
年
六
月
、
二
頁
。

（
27
）
前
掲
注（
26
）に
同
、
二
頁
。

（
28
）「（
附
録
）
所
在
地
区
別
符
及
部
隊
区
別
符
表
」（『
郵
便
物
取
扱
ニ
関
ス
ル
例
規
「
附
」
有
線

電
報
取
扱
ニ
関
ス
ル
件　

海
軍
公
報
（
部
内
限
）
別
冊
』
昭
和
十
九
年
六
月
。

（
29
）
前
掲
注（
26
）に
同
、
一
頁
。

（
30
）
昭
和
二
十
年
九
月
十
九
日
付
『
読
売
報
知
』「
外
地
の
海
軍
軍
人
に
葉
書
が
出
せ
る　

地
名

の
略
号
を
も
同
時
に
発
表
」。

（
31
）
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
一
日
付
『
朝
日
新
聞
』「
外
地
の
海
軍
へ
葉
書　

知
ら
せ
よ
う
留
守

宅
の
動
静
」。

（
32
）
昭
和
二
十
年
十
月
十
二
日
付
『
読
売
報
知
』「
固
有
名
だ
け
で
も
届
け
ま
す　

海
軍
の
外
地

向
け
郵
便
物
に
便
法
」。

（
33
）
前
掲
注（
26
）に
同
、
一
頁
。

（
34
）
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
一
日
付
『
朝
日
新
聞
』「
こ
の
部
隊
は
こ
ゝ
に
ゐ
る
」。

（
35
）
丹
野
勲
「
戦
前
日
本
企
業
の
南
方
へ
の
投
資

―
石
原
産
業
を
事
例
と
し
て

―
」（『
国
際

経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
編
集
委
員
会
編
『
国
際
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
25
）』
神
奈
川
大
学
国
際

経
営
研
究
所
、
平
成
二
十
六
年
）
四
三
頁
。

昭
和
五
十
七
年
五
月
、
一
八
頁
に
「
す
べ
て
の
郵
便
物
は
太
平
洋
民
間
検
閲
部
が
適
当
と
認

め
た
範
囲
ま
で
検
閲
を
必
要
と
し
、
検
閲
担
当
の
通
信
連
絡
将
校
に
よ
っ
て
指
示
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
検
閲
の
た
め
郵
便
物
を
提
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

（
７
）「
昭
和
二
十
年
十
月
閣
令
第
四
十
三
号
」郵
政
省『
続
逓
信
事
業
史　

第
三
巻　

郵
便
』前
島
会
、

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
、
二
二
九
頁
。

（
８
）
昭
和
二
十
年
十
月
十
一
日
付
『
朝
日
新
聞
』「
郵
便
等
に
検
閲
制　

連
合
国
軍
の
命
で
あ
す

閣
令
公
布
」。

（
９
）
裏
田
稔
『
占
領
軍
の
郵
便
検
閲
と
郵
趣　

Postal Censorship in Japan, 1945-49

』
日

本
郵
趣
出
版
、
昭
和
五
十
七
年
五
月
、
四
一
頁
。

（
10
）
前
掲
注（
９
）に
同
、
二
三
頁
。

（
11
）
森
勝
太
郎
「
第
２
次
大
戦
後
の
占
領
軍
の
郵
便

―
主
に
占
領
軍
の
郵
便
検
閲
に
つ
い
て

―
」（
水
原
明
窓
編
『
日
本
切
手
百
科
事
典　

Encyclopedia Japanese Philately

』

日
本
郵
趣
協
会
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
）
七
五
頁
。

（
12
）
平
成
七
年
七
月
十
九
日
付
『
信
濃
毎
日
新
聞
』「
占
領
下
の
空
白
110　

郵
便
検
閲
②
」。

（
13
）
篠
原
宏
『
大
日
本
帝
国
郵
便
始
末　

Japanese Postal H
istory, 1941-47

』
日
本
郵
趣

出
版
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
、
一
二
二
頁
。

（
14
） 

前
掲
注（
11
）に
同
、
七
六
頁
。

（
15
）
前
掲
注（
11
）に
同
、
七
七
頁
。

（
16
）
前
掲
注（
11
）に
同
、
七
六
頁
。

（
17
）
前
掲
注（
11
）に
同
、
七
六
頁
、
図
６
。

（
18
）
前
掲
注（
11
）に
同
、
七
七
頁
。

（
19
）
情
報
局
編
「
週
報　

四
月
四
日
号
四
三
九・四
四
〇
合
併
号
」『
史
料
週
報　

第
三
二
巻
』
大

空
社
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
、
一
六
頁
、
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
改
正
の
郵
便
料
金
表
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
国
内
郵
便
・
占
領
地
宛
郵
便
・
軍
事
郵
便
・
日
満
郵

便
・
日
華
郵
便
の
通
常
郵
便
料
、
第
二
種
通
常
葉
書
は
五
銭
と
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
七
月

二
十
五
日
の
料
金
改
定
で
十
五
銭
と
な
っ
た
。
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（
36
）
石
原
産
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
創
業
三
十
五
年
を
回
顧
し
て
』
石
原
産
業
、
昭

和
三
十
一
年
十
月
、
一
九
〇
頁
。

（
37
）
右
同
、
二
四
六
頁
。

（
38
）
日
本
赤
十
字
社
編
『
人
道
―
そ
の
歩
み　

日
本
赤
十
字
社
百
年
史
』
日
本
赤
十
字
社
、
昭

和
五
十
四
年
三
月
、
一
七
一
頁
。
救
護
員
は
、
陸
海
軍
の
衛
生
勤
務
を
援
助
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
十
二
年
の
日
華
事
変
か
ら
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
ま
で
の
間
だ

け
で
、
九
百
五
十
五
個
の
救
護
班
が
編
成
さ
れ
た
。
そ
の
編
成
に
属
し
た
救
護
員
延
べ

三
万
五
七
八
五
人
が
、
国
内
の
病
院
だ
け
で
な
く
、
満
州
や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
太
平

洋
の
地
域
と
拡
大
し
た
戦
線
に
伴
っ
て
各
地
へ
派
遣
さ
れ
た
。

（
39
）『
部
隊
通
称
号
索
引
簿
』
復
員
局
留
守
業
務
部
、
昭
和
二
十
七
年
三
月
。

（
40
）
前
掲
注（
25
）に
同
、
三
九
頁
。

（
41
）
前
掲
注（
13
）に
同
、
一
四
一
頁
。

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

折
原
里
枝
（
お
り
は
ら
・
り
え
）　

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
埼
玉
県
生
ま
れ
。

立
正
大
学
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
。

現
在
、
昭
和
館
図
書
情
報
部
勤
務
。
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